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の枚方,関 東の栃木や川越などは,河 川舟運の要

衝の地として発展していった。都市の発展に,物

流が不可欠だったことを物語っている。

2.江 戸時代の廻船航路開発

我が国の物流体系の骨格は,河 村瑞賢による東

廻りと西廻りの廻船航路開発 (寛文 11(1671)年,

寛文 12(1672)年)に よりできあがった。東廻 り

航路は,最 終的には 「越後～津軽～仙台～房総

(下総)～三崎 (本目模)～江戸Jで ある。西廻 り航路

は,「酒田～小木(佐渡)～黒島(能登)～下関～大

坂～紀伊～伊勢～下田～三崎～江戸」であり,そ

の後北海道の松前まで延長されることになる。

廻船航路を開発した理由の第 1は ,税 として集

めた年貢米を全国各地から江戸や大坂 (現在の大

阪)に 送るためである。第 2は ,天 下の台所の大

坂から,大 消費都市江戸への物資供給路を確保す

るためである。第 3は ,荷 車や荷駄による陸送で

は,積 み替えによる手間がかかり大量輸送も不可

能だったからである。こうして全国の物資が,廻

船により江戸や大坂に輸送されるようになった。

この廻船航路開発には,さ まざまな知恵と工夫

が詰まっている。ハードな整備には,海 上輸送路

の設定や寄港地の港湾整備があった。ソフトな整

備には,灯 台 (灯明台)の 設置による安全確保

や,幕 府の船舶の優先航行があった。盗難防止や

火災防止などの安全管理,不 正防止のための役人

による在庫管理,積 み替えを少なくして荷傷みを

減少させる品質管理なども考慮されていた。さら

に海難防止のための入港税免除や,海 難遭遇時の

補償の対策も考えられていた。

廻船航路開発というと単なる交通路の整備と誤

解しがちだが,正 しくは交通管理,安 全管理,品

質管理,税 制改革などを含めた総合的な物流シス

テムの構築だったのである。

3.明 治に始まる軍事と産業のための鉄道整備

大量輸送が可能な交通ネットワークは,江 戸時

代の 「水の道」(航路)に 始 まり,明 治時代に

なって 「鉄の道」(鉄道)が 加わった。この交通

ネットワークの変化が,都 市の盛衰に大きな影響

を与えることになる。

地図を前にすると陸地に目がいってしまうか

ら,半 島は奥地にあり,島 は陸地から切 り離され

ているように見える。半島の突端は,陸 路でわざ

わざ立ち寄るような場所ではないから,陸 上交通

の拠点にはなりにくい。

しかし陸と海を逆転させてみると,別 のことが

浮かび上がる。船で大坂から江戸に向かうとき,

伊豆半島の先端に位置する下田は,航 路から見れ

ば 「どうぞ寄ってください」というような地点に

ある。それゆえ下田は,海 の交通で栄え,陸 上交

通が盛んになると保養地として生き延びることに

なる。また備前の下津丼や佐渡の小木のように,

往時の繁栄を面影だけに留めている街もある。

一方で,水 運から鉄道への変遷の波を乗り継ぎ

ながら,大 都市へと成長していったのが東京や大

阪である。そして,水 運と鉄道をつなぐ結節点と

して成長したのが横浜である。

安政 6(1859)年に開港した横浜港は,生 糸貿易

の中心港として発展する。明治時代の外貨獲得に

は,生 糸の輸出が大きく貢献した。このため,内

陸の生産地から横浜港にいかに生糸を運び込むか

が課題だった。明治 15(1882)年に始まる高崎線

建設の主目的は,富 岡製糸工場のある群馬県と輸

出港横浜を結ぶことにあった。信州や八王子から

の生糸の輸送は,横 浜線の開通 (明治 41(1908)

年)に より,陸 路から鉄道へと代わった。その後,

八高線が高崎線のバイパスとして昭和 9(1934)年

に開通する。こうしてみれば,明 治期の鉄道整備
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のために,人 と物の交通を分ける工夫が必要なは

ずである。

5.こ れからの道路に期待すること

歴史を振り返ってみると,ロ ジスティクスを通

じて人々の生活や産業を支えている道路交通が,

いま大きな変化に直面しているように感じる。

第 1は ,個 別計画から全体計画への回帰であ

る。人と物では 「人」,歩 行者と二輪車と四輪車

では 「四輪車」が,道 路交通計画の中心にあっ

た。しかし実際の道路交通計画を見てみれば,偏

りがあったことは否めない。そうならば,物 の交

通を含めて,道 路や交通を通じて,総 合的に考え

る手だてはないものだろうか。

第2は ,拡 大発展型から縮小均衡型計画への変

化である。拡大発展型の時代は,パ イの増える部

分を取り合う時代だったが,少 子高齢化社会の縮

小均衡型の時代は,限 られたパイや小さくなるパ

イを取り合う時代である。たとえば,郊 外の道路

整備が郊外型店舗の発展と既存中心市街地の衰退

がトレードオフの関係にあるとすれば,こ れを交

通拠点の歴史的移動の必然と考えるか,逆 に中心

市街地の交通利便性を高めて再生すべきと考える

かは,議 論が分かれるところである。だからこ

そ,「都市の土地利用と交通」の相互関係を厳密

に考え,道 路整備の光と影の両方を冷静に分析し

ていく必要があるだろう。

第3は ,効 率化から 「ゆとり」の復権である。

経済効率を優先しすぎて,「ゆとり」を 「ムダ」

と断定する風潮があるが,現 在の限られた能力と

技術で,将 来のすべてを見通すことは難しい。道

路交通においても,ボ トルネックとなっている部

分はゆとりの無い部分でもあった。これからは効

率化だけでなく,新 しい技術や大規模災害などの

未知なる部分に備えた 「ゆとり」が重要である。

おわりに

戦後の都市計画の変遷をたどると,戦 争直後は

戦災復興事業が主流で,次 に昭和 30年代の新産

業都市と工業地域特別整備,昭 和 40年代の大都

市の人口集中とニュータウン開発,昭 和 50年代

の過疎過密対策,昭 和 60年代の都市構造の再

編,平 成に入って安定成長期を経て,い ま本格的

な情報化,国際化と少子高齢化社会を迎えている。

計画に携わる者の中には,最 初に学んだ計画の

枠組みから抜け出せない 「刷り込み現象」が少な

からずある。つまり,そ れぞれの時代に脚光を浴

びていた 「産業復興計画」「ニュータウン計画」

「交通計画」などの個別の計画論にとらわれてし

まい,全 体を見渡す総合的な計画観を見失うこと

がある。それゆえ,時 代に追いつけずに 「不適応

な姿」を曝してしまうこともある。

筆者も例に漏れないかもしれない。いまから約

38年前の大学院生時代,『高速道路と自動車』(昭

和 50(1975)年11月号)に ,「物流問題と都市商

業機能」という研究論文を書かせていただいた。

そしていま,再 びロジスティクスについて書いて

いることに,巡 り合わせを感じてしまう。

この間,「刷 り込み現象を超えているだろう

か,時 代に適応しているだろうか」と自問する

と,気 恥ずかしく気後れしてしまう。その評価

は,読 者の皆様にお任せしたい。
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